
館
蔵
資
料
紹
介
写
真
「
陸
軍
少
将
時
代
の
秋
山
好
古
」

徳
永
佳
世
坂
の
上
の
雲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員

本
資
料
は
、
]
9
0
3
 
(
明
治
舗
)
年

5
月
に
耿
山
好
占
が
次
兄
の
岡
正
成
に

贈
っ
た
乍
董
で
あ
る

好
古
は
碇
和
団
Ⅲ
件
(
北
清
那
変
)
勃

発
後
の
明
治
器
年
7
月
、
第
五
師
団
兵
姑

監
と
し
て
清
国
(
中
国
)
入
り
し
、
翌
鈎

年
川
月
か
ら
は
清
国
駐
屯
軍
司
令
官
を
務

一
一
0
、

゛
'

め
、
舗
年
6
月
に
少
将
に
昇
任
し
た
 
6

年
4
月
2
日
付
で
騎
兵
第
一
床
団
長
へ
の

転
任
辞
令
を
受
け
た
好
占
は
、
 
6
門
は
じ

め
こ
ろ
に
齢
京
し
、
一
家
で
旅
団
の
あ
る

下
葉
県
留
志
野
へ
転
居
し
た

好
占
に
代
わ
っ
て
清
国
駐
屯
軍
川
令
官

と
な
っ
た
の
は
、
好
十
"
と
同
郷
で
生
唯
大

学
校
同
期
の
仙
波
太
郎
歩
兵
大
佐
で
あ
っ

た
仙
波
の
参
謀
総
長
あ
て
明
治
舗
年
5

月
酎
口
付
報
告
「
五
月
上
句
々
机
」
(
防

倫
竹
防
衛
研
兜
所
所
蔵
、
以
下
同
じ
)
に

よ
る
と
、
仙
波
は
5
月
9
日
耕
任
、
翌
W

H
に
消
国
直
隷
総
笹
の
衷
世
凱
を
訪
問

し
、
 
W
日
に
は
好
古
と
と
も
に
北
京
を
劭

れ
て
種
々
の
申
送
り
を
受
け
た
よ
う
だ

好
古
の
H
本
へ
の
帰
還
は
、
ロ
シ
ア
と

消
同
の
密
約
惰
報
に
接
し
た
;
と
に
ょ
る

対
応
や
船
便
の
都
合
に
ょ
り
、
幾
度
か
遅

れ
て
い
る
好
占
の
4
月
鋤
日
付
「
四
月

中
句
々
報
」
で
は
5
月
帥
日
帰
還
予
定
、

前
掲
五
月
上
句
々
報
」
で
は
5
村
誕
日

の
長
門
丸
で
出
発
予
定
と
あ
る
仙
波
の

陵
軍
大
臣
あ
て
5
月
討
日
付
電
報
に
は
、

舒
臼
に
長
門
丸
で
出
発
の
予
定
、
袋
世
凱

の
長
男
・
衷
克
定
も
同
行
す
る
は
ず
と
あ

る
^
^
^
6
月
^
日
^
^
^
阿
^
^
々

報
」
で
は
好
古
が
5
月
舗
日
に
長
剖
丸

で
出
発
し
た
こ
と
と
、
盛
火
な
見
送
り
の

様
子
が
汰
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
列
鼎
校
及
沽
国
官
吏
天
津
在
留
民
ノ

重
立
チ
タ
ル
モ
ノ
ハ
皆
停
車
場
二
送
リ
典

他
英
国
ハ
楽
隊
及
歩
兵
五
十
人
仏
、
以
、

両
国
モ
略
全
数
及
我
契
百
名
ヲ
停
車
場

二
出
シ
テ
敬
意
ヲ
表
七
リ
」
。
天
津
港
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
嬉
沽
で
も
、
清
国
兵
は

河
岸
に
、
ア
メ
リ
カ
艦
船
の
艦
劉
は
艦
上

に
整
列
し
,
敬
愆
を
衷
L
て
好
古
を
見
送
っ

た
と
い
う
。
長
門
丸
は
以
本
郵
船
所
右
の

御
用
船
で
、
御
西
・
大
沽
(
塘
沽
の
対
岸
)

Ⅷ
を
航
行
L
て
い
た
 
3
村
に
出
さ
れ
た

年
開
の
発
斯
予
定
衷
を
み
る
と
、
火
沽
5

"
別
"
鮓
訂
日
発
門
司
卸
日
町
発

{
ア
品
釘
H
碧
発
、
神
戸
6
月
1
日
着
と
あ

る
長
門
丸
の
出
港
が
〒
ま
0
た
か
、
仙

波
恕
告
の
誤
'
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

好
占
は
辞
令
か
ら
約
2
力
月
後
の
5
河
F

旬
に
ょ
う
や
く
帰
国
の
途
に
就
い
た
こ
と

力
わ
力
る

;
の
写
真
は
い
つ
、
ど
こ
で
批
影
さ
れ

た
の
か
。
好
占
の
足
跡
と
台
紙
に
刻
ま
れ

た
「
此
田
勝
写
真
鮪
」
の
文
字
と
を
乎
が

地

J

.
、

弟
西
厚
迫
一
の
計
報
を
、
 
6
"
に
末
弟
・

真
之
粘
婚
の
吉
報
に
接
す
る
な
ど
、
鷲
叩

両
方
を
味
わ
っ
て
い
る
。
迫
一
の
死
は
、

五
人
兄
弟
は
じ
め
て
の
悲
隷
で
あ
っ
た

真
と
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

逸
話
が
あ
る
明
治
鶚
年
1
村
討
日
、

f女

古
暴
'
多
共
あ
て
に
下
紙
を
"
き
、

外

国
'
父
武
官
と
の
社
交
b
の
理
由
で
女
と
長

躬
を
天
津
に
呼
ひ
寄
せ
た
下
紙
に
は
、

母
親
が
見
開
を
広
め
る
の
は
f
と
も
の
教

育
上
最
も
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
何
も
恐

れ
ず
に
来
た
ら
よ
い
と
己
た
あ
と
、
留

守
は
点
之
じ
托
す
も
U
な
ー
そ
う
す
る

と
無
余
儀
嫁
を
取
三
ろ
う
と
加
え
た

好
古
も
晩
婦
士
葬
を
識
い
て
い
た
が
、
F
.
一
口

囲
の
塾
勧
め
で
釧
歳
の
と
き
に
結
蛎

し
、
二
女
児
に
忠
ま
れ
て
い
た
結
婚

前
も
汰
兄
の
岡
や
真
之
と
協
力
し
な
が

ら
、
病
気
の
長
兄
や
老
母
の
而
倒
を
み
て

き
た
が
、
多
美
の
存
在
は
貿
1
て
を
預
け

ら
れ
る
,
忽
'
を
好
古
じ
り
え
六
の
て
あ

ろ
う
真
之
は
、
好
占
の
捕
京
後
ま
も
な

く
結
婿
し
た
]
仰
後
、
好
卜
訂
と
真
之
は

家
族
の
支
え
の
も
と
、
Π
鰐
戦
争
に
出
征

す
る

か
り
に
調
へ
六
と
こ
ろ
、
天
泳
居
留
民

団
二
十
周
年
記
念
誌
』
(
昭
和
5
年
)
所

収
の
「
天
津
日
本
租
界
之
棚
明
治
三
十
九

年
五
月
」
(
図
1
)
に
同
写
真
館
の
名
前

が
記
載
さ
九
て
い
る
の
を
み
つ
け
た
明

治
託
年
こ
ろ
に
も
写
真
館
が
存
在
し
た
か

否
か
は
現
特
点
で
つ
か
め
て
い
な
い
し

か
し
、
同
時
期
に
堀
里
の
知
人
へ
賄
っ
た

写
真
に
も
「
牝
渚
記
念
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
筆
N
は
明
治
釧
1
舗
年
こ
ろ
に

天
津
で
批
影
さ
れ
た
可
能
竹
が
高
い

明
治
^
年
前
T
の
好
占
は
 
3
H
に
長

部
腎
讐
嚢

、
,
.
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